
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭＴＥＸＯＤＦ解析とｎｏｒｍａｌｉｚｅ 

 

 

 

  ＭＴＥＸでは自動的に規格化が行われない 

  規格化していない極点図をｎｏｒｍａｌｉｚｅせずにＯＤＦ解析を行うと 

  異なった結果になります。 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ規格化するか、ｎｏｒｍａｌｉｚｅを行う 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２３年０１月１５日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

概要 

 ＯＤＦ解析を行う場合、正極点処理で規格化を行いＯＤＦ解析を行うが、 

   ＭＴＥＸには、ｎｏｒｍａｌｉｚｅ（）がある。 

 ｎｐ＝ｎｏｒｍａｌｉｚｅ（ｐｆ） 

 ｎｐ２＝ｎｏｒｍａｌｉｚｅ（ｐｆ，ｏｄｆ） 

   この機能に関し調べてみます。 

   ＭＴＥＸでｃｕｂｅ方位を作成しＥｘｐｏｒｔする。 

   Ｅｘｐｏｒｔした極点図を加工し、解析を行ってみます。 

 

極点図作成 

 CS= crystalSymmetry('cubic') 

SS = specimenSymmetry('1') 

Ori1 = orientation.byMiller([1 0 0],[0 0 1],CS) 

psi = vonMisesFisherKernel('HALFWIDTH',5*degree) 

random = uniformODF(CS,SS) 

odf= 0.8*unimodalODF(Ori1,psi)+0.2*random 

h = {Miller(1,1,1,CS),Miller(2,0,0,CS),Miller(2,2,0,CS)} 

rpf=calcPoleFigure(odf,h) 



 

 

 

ODF解析結果とｎｏｒｍａｌｉｚｅ結果は若干異なる。 

Ｅｘｐｏｒｔした極点図をＭａｌｅＰｏｌｅＦｉｌｅで評価 

   



  

  

 

 ＣＴＲの規格化と同一処理が行われている。 

 

 

 

 

ｎｏｒｍａｌｉｚｅの違い 

 

 



 

 

 

 

Normalize(rpf,odf)と calcPoleFigure(odf,h)は同じ値を示す。 

 

 ODF解析前はｎｏｒａｌａｚｅ（ｐｆ）を使うのかな？？ 

 

 

ｃｈｅｃｋ（反射極点図、密度は２倍とする）未規格 

 

ＭＴＥＸに読み込み 



 

 

 

Ｅｘｐｏｒｔしたｒｐｆ評価 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規格化したデータをＭＴＥＸで解析 



 

 

規格化しない極点図から解析 

 

規格化した極点図から解析が密度が高く計算される 

 ２２１－＞２４０ 

規格化した極点図と規格化なしをｎｏｒｍｌａｚｅと解析ＯＤＦを比較 



np=normalize(pf) 

odf=calcODF(np) 

 

外部で規格化した極点図の解析 

 

 ほぼ同一結果が得られる 

 

 通常は、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアで規格化されています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

外部で規格化した極点図をｎｏｒｍａｌｉｚｅした場合 

 

複数回の規格化でも同一 


